
 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 

☆「互いを認め合い、安心して学べる学校 

～一人ひとりが自分らしく輝き、みんながしあわせに～」 

めざす子ども像 

◇「自ら考え、判断し行動できる子ども（自律）」 

◇「違いを理解し、対話を通して課題解決できる子ども（尊重）」 

◇「豊かな発想を持ち、創意工夫できる子ども（創造）」 

すべての子どもが自分らしく育つために必要な３つの力 

⑴ 「人を大切にする力（社会参画力）」 

⑵ 「自分の考えをつくる力（自己表現力）」 

⑶ 「チャレンジする力（課題探究力）」 

児童・教職員・保護者・地域 

対話 
による解決をめざす 

手段・決定の

ための対話 

学校教育目標で

合意する対話 

 

・すべての児童、保護者、地域、教職員が学校をつくる当事者になる 

・目標実現のために、目的に立ち返り、対話を重ね、手段を決定する 

・「何のためにするのか？」、手段の目的化を防ぐ。ゴールはその先に！ 

・令和８年度からのＳＥ（スクールエンパワーメント）事業で研究・実践！ 

 目標を実現するための手段  

 

令和８年度 島本町立第二小学校  


